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は じ め に

　　マツ科ゴヨウマツ類のヒメコマツ（Pinus parviflora 
Siebold et Zucc. var. parviflora）は，これまで神奈
川県内では丹沢山塊のみにその分布が確認されており，
神奈川県植物誌編纂のための調査では大山山頂の 1個体
のみが確認されただけであった（神奈川県植物誌調査会
編 , 2001）。その後，2003年に丹沢山北東塩水川左岸
支尾根および蛭ヶ岳北面地蔵尾根上部において比較的ま
とまった個体群が確認されたが，成木（31個体），実生，
稚樹いずれも少なく，ニホンジカ（以下，シカと呼ぶ）に
よる被食の影響も示唆された（逢沢ほか , 2004）。2006
年にヒメコマツは神奈川県の絶滅危惧ⅠA類に選定され
た（勝山ほか , 2006）ものの，個体群の衰退が懸念される。
また，近年，房総半島に分布する同種個体群の衰退が顕
在化しており（尾崎ほか , 2001），この問題を考える上で，
房総丘陵よりも個体数が少ない丹沢山塊のヒメコマツ個
体群は学術的に重要であると考えられる。そこで本研究
では，前回調査から10年目に当たる2013年にこれら個
体群の生残状況について再調査を行い，丹沢山塊のヒメ
コマツ個体群の更新状況の過去 10年間の変化を明らか
にし，保全のための一助とすることを目的とした。

調 査 方 法

　逢沢ほか（2004）でヒメコマツの成木が確認された塩
水沢左岸支尾根上（800～ 900 m）と蛭ヶ岳北方地蔵
尾根上部（1000～1200 m）の個体群（以下，それぞれ
塩水川個体群，地蔵尾根個体群と呼ぶ）および袖平山周
辺での単木 2個体の生残状況を 2013年 7月および 10
月に調査した（図 1）。調査事項は逢沢ほか（2004）に従い，
（1）胸高直径（DBH）および樹高，（2）シカによる樹皮
剥ぎ痕の有無，（3）樹冠および針葉の健全度，（4）結実
の有無，（5）対象木周辺の稚樹および実生の有無，高さ，
稚樹齢とした。樹高 1.3 m以上の新規個体が確認された

場合も同様の調査を行った。
　本研究では，便宜上樹高 1.3 m以上の個体を「成木」，
1.3 m未満の個体を「稚樹」と呼び，当年生の個体をとく
に「実生」と呼んで区別した。稚樹齢は年枝数から推定し
た。調査の時に，幹折れにより枯死した個体や立ち枯れ
した個体を「枯死」，2003年に生存木として記録されたが，
本調査時に発見できなかった個体を「消失」と区分した。
また，樹冠および針葉の健全度は，尾崎ほか（2001）に
従い，以下のように評価した。
樹冠の健全度
　Ⅴ：樹冠はよく繁り枯れ枝は見あたらない，Ⅳ：樹冠の
一部（1／ 3以下）に枯れ枝がある，Ⅲ：樹冠の半分程度（1
／ 3～ 2／ 3）が枯れている，Ⅱ：樹冠の大部分（2／ 3
以上）が枯れている，Ⅰ：ごくわずかの枝葉が残るだけ
針葉の健全度
　Ⅴ：すべての針葉が青緑色，Ⅳ：一部の針葉が黄緑色，
Ⅲ：多くの針葉が黄緑～黄褐色，Ⅱ：多くの針葉が黄褐色，
Ⅰ：すべての針葉が黄褐色

図 1. 丹沢山塊におけるヒメコマツ成木の位置図． 
●：2003年から生存している成木，○：2013年
に確認した新規成木，×：2013年に確認された枯
死個体，▲：2013年に確認できなかった消失個体．
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結 果

1) DBH および樹高
　現地調査の結果，塩水川個体群では，ヒメコマツ成木
7個体が確認できた（表 1，図 1）。最大樹高は 24.7 m，
最大 DBHは 77.1 cmであった。塩水川個体群は，今回
観察されたすべての個体がDBH50 cm以上であり（図 2），
いずれの個体も林冠層に達しており，林冠層から突出して
いる個体も多かった。樹高 15 m以下の個体は確認でき
なかった（図 2）。10年間で塩水川個体群では 2個体が
枯死（S－ 2，5），2個体が消失（S－ 8，9）し，新規の
成木（以下，新規成木と呼ぶ）2個体（S－10，11）が
確認できた（表 1，図 1）。新規成木はいずれもDBH50 
cm以上，樹高 19 m以上であったことから，前回調査で
見落としたものと考えられる。
　地蔵尾根個体群では 21個体が確認できた（表 1，図
1）。地蔵尾根個体群の最大樹高は 19.2 m，最大 DBH
は 64.0 cmであった。10年前と同様に塩水川個体群のよ
うな 70 cm以上の大径木はみられなかったが，DBH50 
cm未満の個体が 85%を占め，胸高直径階 30～ 40 cm
にモードが見られた（図 2）。また，1個体が枯死（J－1）
し，2個体（J－ 21，22）の新規成木が確認された（図 1）。
新規成木のうちの 1個体（J－ 21）はDBHが 30 cm以
上であることから，前回見落としたものと考えられる。もう
1個体（J－ 22）は，DBH1.1 cm，樹高 1.9 m，稚樹
齢が 10年以上であったことから，この 10年間で稚樹か
ら成木に成長した個体であると考えられる。
　袖平山周辺では 2個体（So-1, So-2）が確認できた（表
1, 図 1）。最大樹高は 13.9 m，最大 DBHは 48.6 cmで
あった（図 2）。枯死木，新規成木はなかった（表 1）。
2) シカによる樹皮剥ぎ痕の有無
　塩水川個体群の 7個体のうち，3個体でシカの樹皮剥
ぎ痕が見られた。また，地蔵尾根個体群では 21個体のう
ち，5個体で樹皮剥ぎ痕が見られた。このうち剥皮箇所の
巻き込みが生じていない個体も観察された。枯死個体の
樹皮剥ぎ痕の有無を確認したところ，塩水川個体群の 2
個体（S－ 2，5）に樹皮剥ぎ痕が認められた。これらは
いずれも逢沢ほか（2004）で樹皮剥ぎ痕の認められた個
体であった。地蔵尾根の枯死個体（J－1）には樹皮剥ぎ
痕は確認できなかった。
3) 樹冠および針葉の健全度
　各個体群の樹冠および針葉の健全度の個体数を図 3に
示す。本調査で確認された成木 30個体の樹冠の健全度
の個体の割合は，健全（健全度Ⅴ）が 73%，健全度Ⅳが

17%，健全度Ⅲ以下が 10%であった。（図 3）。また針葉
の健全度の個体割合は，健全（健全度Ⅴ）が 83%，健全
度Ⅳが 10%，健全度Ⅲ以下が 7%であった（図 3）。なお，
地蔵尾根個体群の 1個体（J－17）は樹冠の健全度がⅠ
であったが，これは梢端が折れたためであった。塩水川個
体群の枯死・消失した 4個体は 2003年では樹冠の健全
度がⅣ以上，針葉の健全度がすべてⅤであった。
4) 結実の有無
　成木の結実状況について，2013年もしくはそれ以前の
球果は，塩水川個体群ではいずれの成木でも見られた。
地蔵尾根個体群では 10年前には 20個体のうち7個体で
着果が確認できたが，本調査では 21個体のうち 4個体
でのみ確認できた。
5) 対象木周辺の稚樹および実生の有無，高さ，稚樹齢
　塩水川個体群では，稚樹 13本が確認できた。また，
地蔵尾根では 40本以上の稚樹が確認できた。袖平山の
成木個体（So－1）の樹冠下に稚樹が 1個体，袖平山～
風巻の成木個体（So－ 2）の樹冠下に稚樹が 2個体確
認できた（表 1）。しかし，いずれの場所でも実生は確認
できなかった（表 1）。稚樹の樹高階分布をみると，塩水
川個体群と袖平山周辺の稚樹は 1個体を除き 10 cm以
下の稚樹のみであった（図 4）。また，稚樹齢は 3～ 6年
程度のものがほとんどであるため，前回の調査以後に発
芽・定着した稚樹と考えられる。また，地蔵尾根で調査し
た 40本の稚樹のサイズは，10年前と同様に10 cm以上
の個体は少なかった（図 4）。稚樹齢は 2年のものから10
年以上の個体まで幅広く存在しており，逢沢ほか（2004）
で調査された稚樹も確認できた。このようにいずれの個体
群でもほとんどが 10 cm以下の稚樹であり，30 cm，70 
cmおよび 100 cmクラスの稚樹は地蔵尾根個体群でしか
確認できなかった（図 4）。また，各個体群の稚樹齢の個
体数を図 5に示した。塩水川個体群の稚樹齢は 3～ 6年
程度で 5年生の稚樹が最も多かった。地蔵尾根および袖
平山周辺の個体群の稚樹齢は 2～10年以上と幅広い齢
構成であった。5年生の稚樹が多く確認できた。

考 察

成木の個体群構造と健全性
　塩水川個体群では 2013年においてDBH30 cm以下
の小径木が消失しており，2003年と比べると個体群構造
に変化が見られた（図 2）。また，枯死した 2個体はいず
れもシカによる樹皮剥ぎ痕が確認できたことから，塩水川
個体群はシカの影響を受けていることが示唆される。

表 1. 丹沢山塊における調査したヒメコマツの分布地と個体数

注．*測定を行った稚樹数。これ以外に多数の稚樹が見られた。

場所
分布標高（m）

2003 年 2013 年
成木 稚樹 実生 成木 稚樹 実生 新規個体 枯死・消失

塩水沢左岸支尾根 800 ～ 900 9 2 14 7 13 0 2 4
蛭ヶ岳北方地蔵尾根 1000 ～ 1200 20 26 1 21 40* 0 2 1
袖平山周辺 1300 ～ 1400 2 0 0 2 3 0 0 0
合計 31 28 15 30 16 0 4 3
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図 2. 丹沢山塊における塩水川個体群お
よび地蔵尾根・袖平山個体群のヒ
メコマツ成木の胸高直径階分布お
よび樹高階分布．2003年は逢沢ほ
か（2004）による．

図 3. 丹沢山塊におけるヒメコマツ成木
の樹冠および針葉の健全度．2003
年は逢沢ほか（2004）による．

図 4. 丹沢山塊におけるヒメコマツの稚
樹および実生の樹高階分布．2003
年は逢沢ほか（2004）による．

　地蔵尾根個体群では，10年の間に個体群構造に大き
な変化はなかった（図 2）。地蔵尾根では林冠層から突出
しているヒメコマツ成木もあることから，枯死個体（J－1）
は風や雷による幹折れが主要な枯死原因と考えられる。一
方で，シカの剥皮箇所の巻き込みによる回復が見られな
い個体も観察された。これらは塩水川個体群のように将
来的に枯死する可能性が考えられるため，継続的モニタリ
ングが必要である。
　2013年の成木の健全性を 2003年と比較すると，塩
水川と地蔵尾根の両個体群において樹冠，針葉ともに健
全（健全度Ⅴ）な個体がわずかに減少していた（図 3）。こ

れは健全な個体が枯死したためであり，全体的には大きな
変化はないと考えられる。また，丹沢山塊のヒメコマツ個
体群の健全性を房総丘陵の同種個体群のデータ（尾崎ほ
か , 2005）と比較すると，樹冠が健全な個体の割合は房
総丘陵の個体群（約 30%）より丹沢山塊の個体で高かっ
た。このように丹沢山塊のヒメコマツ個体群は 2003年以
降，おおむね健全な状態で維持されていると考えられる。
稚樹および実生の更新状況
　地蔵尾根個体群では 2013年の着果個体は 2003年
より少なかった。ゴヨウマツ類であるハイマツ（Pinus 
pumila Regel）には豊凶があり（中新田 , 1995），ヒメ
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コマツにも豊凶があることが示唆されている（千葉県環境
生活部自然保護課 , 2010）。このことを考慮すると，両年
の結実状況の違いは豊凶によるためと考えられる。また，
2013年の調査で実生が見られなかったのも最近結実がな
かったためと推察される。
　地蔵尾根個体群では稚樹が 40本以上あり，10年の間に
稚樹から成木に成長した個体も確認できたことから，実生更
新が行われている可能性が示唆される。ただし，10 cm以
上の稚樹が少ないことから，逢沢ほか（2004）で指摘さ
れたように，冬の積雪期に一定以上のサイズの稚樹が被食
されるなど，少なからずシカの影響を受けている可能性も
考えられる。
　塩水川個体群の稚樹は 13本のみで，地蔵尾根個体群
と対照的に実生もしくは稚樹から成木に成長した個体はな
かった。その原因として 3つの可能性が考えられる。1つ
目は，地蔵尾根個体群と同様に，シカによる被食の影響
である。シカの被食の影響は東丹沢でより大きいとされて
おり（田村・勝山 , 2007），被食圧が塩水川個体群でより
高い可能性がある。2つ目は両個体群における成木の個
体数の違いであり，おそらく塩水川個体群では繁殖個体数
が少ないために，散布される種子数，発芽・定着する稚
樹数が少ない可能性が考えられる。3つ目は，近交弱勢
の影響である。成木の個体数が減少すると交配様式が自
殖に偏り，種子生産が減少する（Iwasaki et al, 2013）。
また，その種子から生じた自殖由来の実生や稚樹も早い
段階で近交弱勢により淘汰されて枯死する（Frankham 
et al, 2002）。塩水川個体群の成木は7個体と少ないため，
近交弱勢の影響によりサイズの小さなわずかな稚樹しか見
られない可能性がある。
丹沢山塊におけるヒメコマツの保全対策
　本調査の結果，ヒメコマツの個体群を維持していくため
には，成木の積極的な保護を優先すべきと考えられる。そ
のためには，ネットを巻きつける単木保護などをして，シカ
による樹皮食の対策をする必要がある。ネットを設置した
ウラジロモミやアオダモはシカの食害を免れたという報告も
ある（田村 , 2005）。さらに実生および稚樹の効果的なシ
カ対策として，植生保護柵の設置があげられる（田村ほか , 
2005）が，ヒメコマツの生育地は急峻な地形であるため，
植生保護柵の設置は難しいだろう。したがって，まず成木
の保護対策を行い，モニタリングを行って個体群構造の定
期的な把握や実生・稚樹の更新状況を追跡する必要がある。

また上述のように実生の生残には遺伝的要因が関係してい
る可能性もある。著者らは現在，遺伝解析によって丹沢山
塊における稚樹の近交弱勢の程度の評価を進めている。
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